
独立行政法人の発足と九州支所の使命

九州支所長　福田　章史

平成13年4月1日より森林総合研究所は独立行政

法人という新しい組織で発足いたしました。九州支所

も，「九州支所」という名称こそ変わりませんが，支所

の内部の組織は，今までの育林部，保護部という部制

は無くなり，研究室も5つの大きい研究グループに再

編されました。また，プロジェクト研究や地域研究の

推進を図るため，チーム制が導入されました。

国の行財政改革の流れの中で，多くの国立研究機関

は独立行政法人となりましたが，その改革の目的は組

織の柔軟性，効率性，透明性，自律性を確保し，研究

所の使命を達成することにあります。要は活力があっ

て魅力的な研究所を作り上げ，職員の能力を最大限発

揮できる環境のもとで，山積している森林・林業の課

題に取り組んでいくことです。

独立行政法人化という改革は，研究所の使命を達成

するためのよりよい組織や研究体制を作る大きな機会

ととらえています。しかも，その組織や研究体制は固

定化されたものでなく，今後は目的意識を持って研究

を行い，その成果を正当に評価してその結果を組織や

研究体制に反映させるという目的達成のための動的な

サイクルを今後とも継続させていくことが大切である

と考えています。

研究課題の構成についても変更がありました。今ま

では，本・支所が共同して一つの課題に取り組むこと

もありましたが，支所の主な研究課題は一つの大きな

研究分野として構成されていました。今後は分野横断

的，総合的研究を行うため，森林総合研究所全体とし

ては11の重点研究領域を設定し，本・支所一体となっ

て推進することになりました。

九州地域においては，先進的な林業地として，全国

に先駆けて先導的に森林の多様な機能を発揮する持続

的森林経営のための方策を提言していかなければなり

ませんが，一方施業放棄などの深刻な問題も起こって

きております。これらに対処するため，「暖温帯の高度

に人工林化した地域の森林の機能を持続的に発揮させ

る管理手法の開発」の課題を九州支所の重点的課題の

一つとして取り組んでいくこととしています。また，

本所の協力を得ながら，九州支所が中心となって行う

課題には，「南西諸島の森林生物群集の実態と脆弱性要

因の解明」，「ニホンジカの密度管理技術の開発と植生

への影響」などがあり，これらも地域のニーズを反映

したものであります。

今回の独立法人化にあたっては，関係各機関からご

支援を賜りました。厚くお礼申し上げるとともに今後

もご支援，ご鞭撞をお願い申し上げます。
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森と台風と鳥たちのくらし

森林動物研究グループ　関　伸一

1．はじめに

森にすむ鳥たちは樹木につく昆虫を食べたり，樹木

の種子を運んだりすることで，健康な森を維持するた

めに重要な役割を果たしています。西日本を中心に分

布する照菓樹の森では，とりわけ，種子散布者として

の働きが大きいと考えられています。照菓樹の果実が

豊富な冬に多くの渡り鳥が訪れ，果実を食べて種子を

含んだ糞を排泄することで，親木から離れたところに

種子を運んでいるのです。

照葉樹林の分布する西日本は，また，台風の影響を

受けやすい地域でもあります。「台風の影響を受けや

すい」とほいっても長い時間スケールでのことで，大

木が倒れたりたくさんの枝や葉が落ちたりするような

強い台風は数十年に一度しかやってくることはありま

せん。それでもなお，そのような強い台風は森の環境

に大きな変化をもたらし，樹木だけではなく，そこに

生息する動物たちのくらしにも強く影響します。そこ

で，台風による森林の環境変化が鳥たちのくらしにど

んな影響を与えるのか，九州支所のある立田山での研

究成果をもとにご紹介したいと思います。
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2．台風のあとの森

立田山は熊本市の郊外にある丘陵地です。緑地面積

は450haほど，都市の近くに残った縁の小島です。し

かし，ここには照葉樹の2次林が広がり，多くの鳥た

ちが訪れる場所になっています。これまでに立田山で

記録された鳥類は140種ほどにもなります。

1999年の9月に中型で強い台風18号が熊本県を通

過しました。熊本市での最大瞬間風速は秒速49mで，

これはごくまれな強風と考えられます。この強風に

よって，立田山では多数の樹木が倒れたり，幹が折れ

たりする被害を受けました（写真－1）。40～50年生

のコジイの林では樹木の8．4％が枯れ，36．6％が傷害

を受けていました。この結果，林の中の樹木に覆われ

ていない空間は台風前に比べて2～4倍に増加しまし

た。

立田山では，森にすむ鳥の多さを調べるため，林の

中に一定の調査路を決めて，その両側25mの範囲内

に現れた鳥をすべて記録する調査を以前から行ってい

ました。そこで，台風の後でも同じ方法で鳥の多さを

調べ，台風前と比べてみたのです。
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写真－1

台風前後の森林の様子

左は1997年，右は2000年

に，はば同じ地点から撮影

したもの。枝や葉が減り，

開けた場所が増えたのが見

てとれる。また，折れた枝

や倒木の影響で，低木も減

少している。



3．台風のあとの冬の烏たち

照葉樹林の冬は，鳥の数と種類が一年の中で最も多

くなる季節です。台風が来る前の1997年の12月には

26種類の鳥が観察され，調査路1kmあたりに記録さ

れる鳥の総数は平均で89．0羽ほどでした。ところが，

台風の後の1999年の12月には23種類，調査路1km

あたり66．7羽しか記録されませんでした（図一1）。

なぜ，こんなに減ってしまったのでしょうか？

そこで，種類ごとに台風前後の個体数を比較してみ

ると，減っている鳥もあれば，減っていない鳥もいる

ことがわかりました。大きく減少していたのは，ヒヨ

ドリ（写真－2）と森にすむホオジロの仲間（アオジ・

クロジ）でした。冬のヒヨドリは大まかに2つのグ

ループに分けることができます。一年中立田山にすん

でいる個体からなる小さな群と，北日本から渡ってく

ると考えられる大きな群です。このうち，台風後に減っ

ていたのは大きな群の方でした。そして，アオジは台

風前の3分の1から5分の1に減り，クロジはほとん

ど観察されなくなりました。

減少したグループに共通の特徴は，主に果実や種子

を食べる冬鳥だと言うことです。台風による強い風は，

樹木の果実や種子の量にも影響を与えていると考えら

れます。実際，コジイの林では樹木の22．6％が果実を

つける樹種ですが，そのうち23．3％が台風によってか

なり損傷していました。

また，林の中の環境の変化も個体数の減少に影響し

ていると考えられます。台風によって吹き飛ばされた

葉や枝は，斯業の開く翌春までほとんど回復しません。

写真－2　台風のあとの冬に個体数が大きく減少した

とヨドリ

図－1　台風の前後における軟から冬の鳥類個体数

青が台風前，赤が台風後

台風直後の冬には，林の中には樹木のなくなった空間

が多い状態が続きます。そのため，台風前の照葉樹林

に多く見られた種類の鳥たち，つまり暗い林床や繁っ

た枝先で餌をとる鳥にとっては，好まれない環境が増

えていたのです。

4．台風のあとの夏の烏たち

台風の翌春，冬鳥が北に帰って行くころになると，

樹木の葉が開き，新しい枝が伸びて，林の中の開けた

場所は減少します。しかし，大木の倒れた跡のような，

大きな空間はそのまま残ります。そのため，夏の鳥た

ちにも，やはり台風の影響が見られました。

台風前の1996年の6月には18種類の鳥が観察され，

調査路1kmあたりに記録される鳥の総数は平均で

44．5羽ほどでした。そして，冬の場合とは反対に，台

風の彼の2000年の6月には19種類，調査路1kmあた
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図－2　台風の前後における春から夏の鳥類個体数

青が台風前，赤が台風後



り54．6羽と増加していたのです（図－2）。

やはり，種類ごとに台風前後の個体数を比較してみ

ると，大きく増えていたのはホオジロとハシブトガラ

ス，増加傾向にあったのはウグイス，メジロ，カワラ

ヒワでした。これらの種の共通点は，若い林，林緑，

都市周辺の開けた緑地で多く見られる種類であるとい

う点です。台風によってできた開けた場所がこれらの

種の好む環境を作り出したのです。また，カラス類は

タカ類の少ない都市近郊林では小鳥や小動物を襲う捕

食者として重要な位置を占めています。こちらもまた，

開けた場所が増えることで採餌には適した環境が生じ

たのではないかと考えられます。

5．台風のあとの鳥たちのくらし

ここまでは，台風のあとで減った鳥・増えた鳥につ

いて紹介してきました。しかし，増えても減ってもい

なかった鳥たちも，台風による環境変化の影響を受け

ているのです。立田山では台風の前にも後にも普通に

見られた鳥，ヤマガラ（写真－3）の場合をとりあげ

てみましょう。

冬場のシジュウカラの仲間には主に冬眠している昆

虫などを食べる種類が多く，同じ様な餌を食べる何種

かの鳥が集まって行動します（混群）。それに対して，

ヤマガラは高い枝になっているシイの実をよく食べま

す。餌のおよそ半分はシイの実です。餌が異なるため

か，ヤマガラが混群に加わることはあまり多くありま

せんでした。ところが，台風のあとの冬にはヤマガラ

も混群に参加することが多くなり，餌もシイの突から

写真－3　照葉樹林にすむヤマガラ。台風後にも個体

数は変化しなかったが，行動には変化が見

られた。
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昆虫主体に変化し，それにともなって高い枝先の利用

頻度が減少しました。シイの実は栄養豊富な餌ですが，

枝先になっている・食べるのに時間がかかる・つつく

と大きな音がする，など捕食者に見つかりやすくなる

欠点があります。そこで，樹木の枝葉が減って，捕食

者から発見されやすくなった林ではシイの実をあまり

食べなくなったと推定しています。また，混群に加わ

るのは，捕食者への警戒能力を増加できることが－一つ

の原因だと考えられます。

台風の翌春，ヤマガラは例年とほぼ同じように子育

てをはじめました。しかし，巣箱を利用したヤマガラ

についてみると，巣立った雛の数は大きく減少しまし

た。原因はカラス類による捕食です。ハシブトガラス

の数が増加したことに加えて，開けた林では巣の発見

と巣への接近が容易になったためにこのような変化が

起きたと考えています。

6．おわりに

ここでは，台風後の一年間の様子をご紹介しました

が，森林は一年では回復しません。今後は，森林の回

復にともなう鳥たちのくらしの変化や，台風で変化し

た森林環境のもとでの鳥と樹木・昆虫との関係につい

ても調べていく予定です。それによって，豊かな照菓

樹の森を維持していく上での鳥たちの役割を明らかに

することができるのです。

写真－4　カラス類につつかれ，壊れてしまった巣箱
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独立行政法人　森林総合研究所九州支所　新組織図
平成13年6月1日現在

◎本　　　　　所

・木曽試験地

・千代田試験地

・高萩試験地

・十日町試験地

・多摩試験地

○北海道支所

○東　北　支　所

○関　西　支　所

○四　国　支　所

○多摩森林科学園

○九　州　支　所

〒305－8687　茨城県稲敷郡茎崎町松の里1

〒397－0001長野県木曽郡木曽福島町5473

〒315－0076　茨城県新治郡千代田町大字上志筑字稲荷原52

〒319－1304　茨城県多賀郡十王町大字友部3067－3

〒948－0013　新潟県十日町辰乙614

〒206－0021東京都多摩市連光寺3－45－3

〒062－8516　札幌市豊平区羊ケ丘7

〒020－0123　岩手県盛岡市下厨川字鍋屋敷72

〒612－0173　京都市伏見区桃山町永井久太郎68番地

〒780－8064　高知県高知市朝倉西町2－915

〒193－0843　東京都八王子市廿里町1833

〒860－0862　熊本県熊本市黒髪4丁目11－16
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研究職員：29名

一般職員：12名

℡0298－73【3211

℡0264－22－3203

℡0299▼59－3360

℡0293－32－2414

℡0257－52－2360

℡042－375】7021

℡011－851－4131

℡019－641－2150

℡075－611－1201

℡088－844－1121

℡0462－61－1121

℡096－343－3168
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害虫シリーズ（15）

ケヤキフシアブラムシ

ケヤキフシアブラムシはケヤキヒトスジワタムシと

も呼ばれ，ケヤキの葉に袋状の虫えい（虫こぶ）を作

ります。山林のケヤキにも発生しますが，街路樹や庭

木によく発生します。本州，四国，九州，朝鮮半島，

中国南部，台湾，北米に分布します。最近では，ケヤ

キが天然分布しない北海道に植えられた本州産ケヤキ

にも発生しています。

小さな虫ですが，その生活史はとても複雑です。卵
ふか

で越冬し，4月に孵化した幼虫は新葉の裏側からスト

ロー状の口を刺して吸汁します。その刺激によって葉

が変形して，葉の表側に虫えいができます。虫えいの

ケヤキフシアブラムシの虫えい

（平成12年5月12日　九州支所構内で撮影）

虫えい内の幼虫コロニー

中で雌成虫になり幼虫を産んで繁殖・吸汁します。こ

れらの幼虫は6月に雌成虫となって虫えいから飛び出

し，タケ・ササ類の根に移住してそこで繁殖します。

秋になると再びケヤキに帰って，樹皮の裂け目などで

越冬卵を産みます。

時には，ケヤキの葉1枚に10個以上の虫えいがで

き，虫えいが木全体をおおいつくして，その重さで

枝が垂れ下がるほど大発生します。これくらいひど

くなると，吸汁被害が大きな負担になるせいか，多

くの葉が枯れ落ちてしまいます。

森林動物研究グループ　伊藤　賢介

連絡調整室から

（1）九州地区林業試験研究機関連絡協議会春季場所長会

議が，5月14～15日に宮崎県日向市にて開催され，

各種報告，各機関における研究の取り組みの現状と主

要成果の紹介，各県提案事項等についての討議，並び

に現地検討会（諸塚村）が行われた。

（2）今後の会議等の開催予定

1）九州地区林試協研究担当者会議

開催日：平成13年8月21日（火）～24日（金）

場　所：森林総合研究所九州支所

2）森林総合研究所九州支所研究発表会

日　時：平成13年8月24日（金）13：15～
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場　所：熊本市国際交流会館

テーマ：「雲仙普賢岳」関連
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